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このたびは令和 5年度いわき市アンモナイトセンター夏休み企画展「最新！い

わきの古生物！」展にお越しいただき誠にありがとうございます。 

 

今回の企画展では、近年いわき市域から産出された化石や、過去に産出された

化石のうち、最近になって研究が進んだ古生代から新生代の化石を展示するとと

もに、いわき市の古生物相やその変遷に関する最新の知見を紹介・解説しており

ます。 

 

この企画展を通して、いわき市域で産出される化石について、より一層理解を

深めていただければ幸いです。 

 

最後に、本企画展の開催にあたり多くの恐竜及び軟体動物の化石を貸与いただ

きましたいわき市石炭・化石館のご協力に心から感謝申し上げ、開催にあたって

のあいさつといたします。 

 

 令和 5 年 7 月吉日       
いわき市アンモナイトセンター 

所長   鈴 木 慎 一 郎   
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現在のいわき市域には，堆積岩や変成岩，火山岩類が分布している．それらからは古生代か

ら新生代までの化石が数多く発見されており，近年これらの研究が進んだ事で様々な事実が

明らかになってきている． 
 
 
いわき市北部の八茎地域には，断層を境に前期白亜紀花崗岩と接する古生代の地層が分布

する (図 1 及び表 1)．特にペルム系高倉山層からは，頭足類や腕足類に代表される大型化石

の産出報告・記載がなされ，北上山地南部地域や相馬地域の地層と比較されており，これら

の地域は地質や化石の類似から「南部北上帯」と一括して呼称される地質体に属する．

  

 
 
 
ペルム紀には大陸は現在のように分散しておらず，一つの大きな大陸 (パンゲア超大陸)を

形成しており (図 2)，日本列島は未だ存在せず大陸縁辺部や古太平洋 (パンサラッサ海)の海

洋底として存在していた．南部北上帯を構成する地域は，ゴンドワナ大陸の縁辺部であった

と考えられており，現在見られる地層は大陸縁辺部の浅海域に堆積した．サンゴ化石の研究

から，シルル紀～デボン紀には南部北上帯はオーストラリアと強い類似性を示すが，その後

はオーストラリアから分離し南シナやインドシナとともに赤道地域に存在していたと考えら

れている． 

はじめに 

1．古生代 

図 1．南部北上帯及び相当層が分布してい

る地域 (Ehiro, 2008 を基に作成)． 

表 1．いわき市に分布する古生界層序の概念図． 
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1-1．頭足類 
高倉山層 (図 3)からは頭足類 (オウムガイやアンモナイト)の化石が報告されている (例え

ば Yanagisawa, 1967; Ehiro，2008)．Niko (2022)では，これまでテンタキュライトの仲間 
(tentaculitoid)とされていた Iwakiella ichiroi の化石を再検討し，オウムガイの仲間であるオル

ソセラス目 (Orthocerida)の頭足類であるとしている (図 4)． 

 
 

1-2．微化石 
微化石とはミクロンサイズからミリサイズの化石を指し，主に電子顕微鏡や実体顕微鏡を

用いて観察を行う．微化石は大型化石が産出しない地層からも多数産出する事から，示準化

石として有用である． 
これまで高倉山層からは微化石は報告されていなかったが，公益財団法人いわき市教育文

図 3．八茎地域の地質図 (Ehiro, 2008 を基に作成)． 

図 2．ペルム紀の古地理図． 

図 4．. Iwakiella ichiroi の全体図 (Niko, 
2022 より引用)．スケールバーは 1，2 番
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化事業団では 2019 年に一般財団法人全

国科学博物館振興財団の助成を受け，筑

波大学と共同で高倉山層の調査を行っ

た結果，フッ酸 (HF)処理を施した 2 試

料からコノドントおよび放散虫と思わ

れる化石を得た (図 5)．調査地は新八茎

鉱山と尾根を挟んで南に位置し，いわき

市の天然記念物に指定されている場所

で,Yanagisawa (1967)では G2 沢と呼称

されている．調査地での高倉山層は北東

-南西方向の走向で北に 40～60°傾斜す

る．主に泥岩が分布しており，所々に

砂岩層を挟む． 
 

 

 

白亜紀後期においても日本は現在のような列島ではなく，ユーラシア大陸の一部として，そ

の東縁部に位置していた (図 6)．いわき市北部から楢葉町南部にかけて分布する双葉層群は

3 つの地層で出来ており、古い方から順番に足沢層、笠松層、玉山層と名付けられている．こ

れらの地層が堆積したのは，足沢層が後期白亜紀コニアシアンの前期～中期，笠松層がコニ

アシアン後期，玉山層がコニアシアン後期～サントニアン前期である (久保ほか, 2002)． 

 

2．中生代 

図 5．柏平部層から産出したコノドント化石．桝は

一辺が 3 mm. 

図 6．白亜紀後期のユーラシア大陸東縁部古地理図 (左)と双葉層群の層序概念図 (右)．×

はアンモナイトセンターの層準，※はフタバサウルス産出層準． 
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2-1．アンモナイト 
アンモナイトはの姿は、以前はオウムガイに似せて復元されていたが，研究が進展した結果

現在では殻を被ったイカに近い姿で復元される事が多くなっている (図 7)． 
近年，双葉層群から産出す

るアンモナイト類化石の研

究が進み，白亜紀のいわき

の海にはこれまで知られて

いたよりも多くの種類のア

ンモナイトが棲んでいた事

が判明しつつある (村宮ほ

か，2022)． 
いわき市アンモナイトセ

ンターの足沢層大久川部層

から産出した Yezoceras 
elegans はこれまで北海道

の蝦夷層群からのみ産出が

知られていた異常巻きアンモナイトである  (図 8)．殻は塔状に緩く巻き，S 字状にカーブす

る細い肋を持っている．足沢層から産出したことから，今まで考えられていたよりも広い地

域に生息していたことが分かった．同じくアンモナイトセンターから産出した

Hyphantoceras cf. flexuosum は Hyphantoceras 属のアンモナイトとしては双葉層群で初めて

発見されたアンモナイトとなる．緩く巻いた殻には，4 列の突起を持つ襟状に発達した肋が

周期的にみられ，その発達した肋と肋の間には 2～5 本の突起を持たない肋がみられる．

Hyphantoceras flexuosum は，これまでヨーロッパの後期チューロニアン～前期コニアシア

ンの地層から見つかっていたが，北西太平洋地域においては本種や類似の種は発見されてい

なかった．この事から，足沢層から見つかった Hyphantoceras cf. flexuosum はヨーロッパ地

域から北西太平洋地域に移動してきたものと考えられる (図 8)． 

 

2-2．恐竜 
双葉層群からは陸上生物の化石も多数見つかる．足沢層，笠松層，玉山層，どの地層からも

恐竜化石が産出する． 

図 7．アンモナイトの復元図 (Smith et al., 2021 より引用)． 

図 7．双葉層群足沢層から産出した Yezoceras elegans (左)と双葉層群足沢層から産出

した Hyphantoceras cf. flexuosum (右)． 
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吉田ほか (2022)は，玉山層から産出した化石が小型鳥脚類恐竜の大腿骨である事を報告し

た (図 9)．日本ではこれまで北海道，東北，近畿，九州の白亜系から鳥脚類ハドロサウルス

科の化石が発見されているが，吉田ほか (2022)が報告した標本はハドロサウルス科とは異な

る特徴を持っており，非ハドロサウルス科鳥脚類としては日本で初めての報告であるとして

いる．この発見により，白亜紀のアジア大陸東縁部における恐竜類の多様性の高さが示され

た． 

 
2-3．サメ 
双葉層群のうち，下部の足沢層と上部

の玉山層からはサメをはじめとする軟

骨魚類化石が産出することが以前から

知られていた  ( 例えば Uyeno and 
Hasegawa, 1986)．近年これらの研究が

進んだ事から，双葉層群から多様な軟骨

魚類化石が報告されている． 
渡部ほか (2022)は，いわき市アンモナ

イトセンターに露出する足沢層大久川

部層の細粒砂岩から約 35 種類のサメの

歯化石を報告した (図 10)．このうち

Hybodus属やMeristodonoides属などの

17 種は双葉層群から初めての産出報

告となる．更に，Meristodonoides 属に

ついては，日本を含めた北西太平洋地

域から初めての産出報告となった．こ

の研究により，白亜紀後期の北西太平

洋における軟骨魚類の多様性に関する知見が大いに進展した． 
加藤ほか (2022)では双葉層群から産出するネズミザメ類である Cretalamna 属の分類学的

な検討を行い，従来 Cretalamna appendiculata とされてきた化石について足沢層，玉山層と

もに少なくとも 3 種類の Cretalamna 属が含まれている事を示した．また加藤ほか (2022)で
は，産出する種の間で互いに異なる形態的特徴を持つ事から，餌とする動物や狩猟方法を変

える事で共存していた可能性も示されている． 
 

図 9．．双葉層群玉山層から産出し

た小型鳥脚類恐竜の大腿骨化石 
(福島県立博物館 HP より引用)． 

図 10．双葉層群足沢層から産出した軟骨魚類（a）
Cretoxyrhina mantelli 及び（b）Cretodus gigantea 
(渡部, 2022 MS より引用)．スケールバーはどち

らも 1 cm． 
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2-4．微化石 
白亜系双葉層群や新生代の地層にはチャート礫が観察される場合がある．チャートという

のは二酸化ケイ素 (SiO2)で出来ている岩石だが、この二酸化ケイ素の元となっているのが放

散虫という浮遊性の単細胞生物である．放散虫は時代によって種の交代が激しいため、各時

代において重要な示準化石となっている．古くは大上ほか (1978)により新生代新第三紀中新

世の湯長谷層群椚平層のチャート礫から三畳紀中期のコノドント化石が報告されてる． 
歌川ほか (2019)は新生代古第三紀の白水層群石城層に含まれる複数のチャート礫から三畳

紀中期の放散虫化石やコノドント化石を報告した．また，歌川 (2020)は双葉層群足沢層大久

川部層中のチャート礫から三畳紀中期の放散虫化石を報告してる (図 11)． 

 

図 11．双葉層群足沢層のチャート礫から産出した中期三畳紀放散虫化石 (歌川, 2020 より

引用)．スケールバーは 1～4，9，12，17 が 100 μm，5～8，10～11，13～16 が 50μm． 
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これら三畳紀の微化石を含むチャートは，海洋プレートの沈み込みによって大陸プレート

に付加された深海底の堆積物である．このようにして付加された堆積物を付加体と呼ぶが 
(図 12)，日本で三畳紀のチャートを構成要素としている付加体は，主に中生代ジュラ紀に付

加されたものである事から，特にジュラ紀付加体と呼ばれる．いままでのところ常磐地域で

のジュラ紀付加体の分布は知られておらず (図 13)，上記のチャート礫をもたらした付加体が

元々どこにあったのかは依然として未解明のままである． 
 

2-5．生痕化石 
生物の活動によって堆積

物中に残された模様や構造

が化石となったものを生痕

化石と呼ぶ．代表的なもの

には巣穴や足跡があるが，

その他にも動物の糞や植物

の根の跡なども生痕化石と

なる．双葉層群からも生痕

化石の産出が知られていた

が，望月・猪瀬 (2022)は足沢

層の生痕化石について詳細な調査を行った結果，

Helminthopsis 属という底生生物 (主に海底面上

に棲んでいる生物)が食べ歩いた痕の化石である

事を明らかにした  (図 14)．双葉層群では

Helminthopsis 属以外にも多くの生痕化石が産出

しており，今後それらの研究が進めば白亜紀の海

の様子についてより詳しい事が分かるであろう． 
 

図 12．付加体の形成過程を示した模式図 (改訂版フォトサイエンス地学図録より引用)． 

図 13．日本列島のジュラ紀付加体分布図 (磯﨑ほか, 2010
より作成)． 

図 14．双葉層群足沢層から産出した

Helminthopsis 属生痕化石 (望月・猪瀬, 2022 よ

り引用)．スケールバーは 2 cm． 
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2-6．双葉層群足沢層の地質 
いわき市アンモナイトセンターにおいて保存展示されている足沢層の露頭は「アンモナイ

トセンター内化石包蔵地」という名称でいわき市の天然記念物に指定されているものの，長

年の間専門的な見地からの研究は行われてこなかった．2020 年から 2022 年にかけて，公益

財団法人いわき市教育文化事業団と，茨城大学，名古屋大学博物館，公益財団法人深田地質

研究所の四者による共同の調査・研究が行われ，天然記念物に指定されている露頭も含めア

ンモナイトセンター敷地内の足沢層に関して様々な事柄が科学的に明らかとなった． 

アンモナイトセンターの足沢層は下位か

ら大きく 6 つのユニットに分けられる (図
15A，B)．屋内に保存されている大型アンモ

ナイト化石密集層は Unit 5 の中部に当たり，

大型アンモナイト Mesopuzosia yubarensis

の ほ か ， Inoceramus uwajimensis や

Apiotrigonia minor といった二枚貝化石が巨

大炭酸塩コンクリーションと共産する． 
Mesopusozia は，いずれの個体も住房及び

臍が欠損しており，殻室を堆積物が充填して

いる事から，死後に生息場から沿岸域まで浮

遊し，波浪の影響で破壊・分級の進んだ殻が

海底面の起伏に沿って定置され，急速に埋積

されたものと推定される (図 16)．また，炭

酸塩コンクリーションは，長径が約 15 cm～

200 cm 弱であり形は球状ないし楕円状を呈

する．平面分布に偏りは見られず，露頭全面

に一様に分布している．研磨した断面の観察

からは，内部に多数の生痕化石が観察され

た． 
化学分析からは，砂岩部に比べて炭酸塩

図 15．アンモナイトセンターの双葉層群足沢

層．(A)屋外露頭全景．数字はユニット番号．

(B)模式柱状図．大森ほか (2023)より引用． 
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コンクリーション中に生物起源のリンがより多く保存されている事が示され，コンクリーシ

ョンが生物源有機物の分解で形成された事を示唆している．炭素・酸素同位体比は，アンモ

ナイト殻と炭酸塩コンクリーションで異なる値を示し，アンモナイト殻がコンクリーション

の元となった訳ではない事が判明した． 
Unit 5 の大型アンモナイト化石密集層におけるアンモナイト殻はアラゴナイトを主体とし

ている．これは続成作用による相変化や再結晶が起こっておらず，堆積盆における埋没深度

が小さい事を反映している．炭酸塩コンクリーションの形成は，波浪によって運搬された有

機物と海底面下の底生生物遺骸の分解に伴って堆積物浅所で始まり，深所のメタン生成帯に

おいて有機物分解が開始されるまで継続された． 

 
 
 
県立いわき光洋高等学校付近の下

部中新統白土層群南白土層から発見

されたクジラの標本は頭蓋骨，下顎

骨，頸椎，胸椎，腰椎，肩甲骨，尺骨，

肋骨が残されており，Kimura et al. 
(2023)により新属新種 Jobancetus 
pacificus と命名された (図 17)．この

クジラは，イサナケタスグループに

属すが，イサナケタスグループの系

統関係には議論があり，Jobancetus 
pacificus の発見によって，多くの先

行研究でナガスクジラ科とコククジ

ラ科の祖先を含むヒゲクジラ類の仲

間として扱われているイサナケタス

グループに関する知見が広がる可能

性がある． 

3．新生代 

図 17．白土層群南白土層から産出した

Jobancetus pacificus の頭骨 (Kimura et al., 2023
より引用)． 

図 16．大型アンモナイト Mesopuzosia の埋積モデル． 
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・体験発掘 
開催回数：37 回  
 
 

 
・体験発掘 (毎週土・日曜日，10 時～11 時 30 分, 13 時 30 分～15 時, 但し，雨天中止) 

上限 200 人で開催します． 
・第 1 回親子自然探訪教室「昆虫採集に出かけよう！」 

7 月 17 日 10 時～13 時 (受付は終了しました) 
 

 
 
体験発掘に参加される際は運動靴または長靴の着用をお願い致します．サンダル（クロック

ス含む）や踵の高い靴での体験発掘場への入場は安全確保のため、お断りしております． 
皆さまのご理解とご協力をお願い致します． 
 

いわき市アンモナイトセンター (Iwaki City Ammonite Center) 
〒979-0338 福島県いわき市大久町大久字鶴房 147-2 

TEL：0246-82-4561 FAX：0246-82-4468 
URL：http://www.ammonite-center.jp 
E-mail：info@ammonite-center.jp 

５～６月の行事報
告 

お知らせ（重要！） 

７月の行事予定 

・特別体験発掘 
開催回数：6 回 

 


